
支援経過・結果報告書

平成 年 月 日

様

貴機関から平成　　年　　月　　日にご連絡いただいた要支援児童等について、現在までに次のとおり
　　支援を行いましたので報告します。

フリガナ 第 子

父　フリガナ 母　フリガナ

☎

有 □ 無 □ 有 □ 無 □

【市町村の支援方針】

□

□

□

□ 関係機関（　　　　　　　　　　　）とともに養育状況の確認を継続します。

□

□ その他

【問題点及び今後の援助計画】

【連絡（依頼）事項】

【担当者】

担当者（職種）

住所 電話

本人への説明 本人からの同意

所属名

乳幼児健康診査やその他の母子保健サービス等で養育状況を確認します。

保護者（養育者）の身体面・精神面・育児不安等の支援を要するため、継続して支援します。

子どもの発育・発達支援のため継続的に支援します。

子どもの発達状況、養育状況を確認した結果、支援を終了します。

（自宅・実家・その他）

子
ど
も

保
護
者

対
象
者

住所

（　　　歳） （　　　歳）生年月日 生年月日年　　月　　日 年　　月　　日

平成　　年　　　月　　日生 男・女

現在妊娠（　　　）週予定日：平成　　　年　　　月　　日　
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同意あり 

社会保険診療報酬支払基金 
国民健康保険団体連合会 

同意なし 

診療情報提供料請求 

市町村 

市町村への情報提供に関する 

 支援が必要な家庭に対し、家庭訪問、保育所・学
校等への訪問、子育て相談や乳幼児健康診査・福祉
サービス等を通じて、以下の支援を実施します。 
 
【主な支援内容】 
○子どもの発育状況・養育状況の確認 
○保護者の身体面・精神面・育児不安等の支援 
○その他 
 医療機関及び専門機関（療育機関など）に紹介 
 経済的な相談が可能な窓口に紹介 
 ひとり親、女性福祉に関する窓口に紹介     
                     など 

医療機関 

学校 
放課後児童クラブなど 

支払い 

情
報
提
供 

（
診
療
情
報
提
供
書
） 

情
報
提
供 

結
果
報
告 

結
果
報
告 

支援 

支援が必要と思われる家庭 
（特定妊婦、要支援児童等） 

幼稚園 保育所 
認定こども園 など 

特定妊婦及び要支援児童等の情報提供に関わる支援の流れ 

情報提供 

情報提供 

結果報告 

結果報告 
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事例１  

保育所の気づきから市町村につなげ、支援に至った事例 

 

離婚により、実家の近くに母と子ども（２歳）が転居。母の就労開始を契機

に保育所への登所が始まる。入所から数か月後、朝夕の送迎時に、周囲にも聞

こえる怒鳴り声で「グズグズしないの！」「一体、何をしているの」など、母が

子どもを叱ることが頻繁に見られるようになる。また、母の服装の乱れもあり、

気になった担任保育士から声かけをするも「大丈夫です。忙しいので、すみま

せん。」と保育士の関わりを拒否される状況が１か月ほど続いた。保育所は、子

どもの様子を見守るとともに、市町村の保健師に気になる状況を相談した。 

相談を受けた市町村は、地区担当の保健師が保育所に訪問し、子どもや気に

なる状況を保育所と共有。協議後、地区担当保健師が３歳児健康診査の機会を

活用し、母と接触を図った。 

保健師の関わりを契機に、母が「実家の祖父が体調不良のため介護が必要な

状態のため介護負担を感じていること」「実家からの支援が難しくなり、経済的

な不安を抱えていること」が判明し、介護保険サービスやひとり親の支援制度

につなげる調整を実施した。 

 

事例２  

学校及び地域の気づきを市町村につなげ、支援に至った事例 

  

 Ａ小学校に通う男児（小学５年生）が、この数か月で急に理由がはっきりし

ない欠席やたびたび早退を繰り返していることに担当教員が気づき、学校長に

相談した。また同時期に地区の民生委員・児童委員から、「夜遅くなっても公園

で過ごすきょうだいがいる」との相談が学校にあり、この男児と妹（３歳）の

可能性もあったため、妹の状況確認も含め、学校から市町村に男児の家庭に関

して相談した。 

 市町村は相談対応後に、家庭及び妹の周辺情報の収集に取り組み、妹が保育

所を利用していること、また、ぜんそくのため定期受診をしていること等を把

握し、市町村から医療機関に妹の受診状況等を確認した。その後、学校、民生

委員・児童委員、市町村が、この家庭に関する情報を共有し、支援を協議した

後に、学校及び市町村が両親に接触を図った。 

結果、「男児が、妹の体調不良により保育所に登所できない時に妹の世話をし

ていること」「妹の通院時に、就労する母の帰宅までの間、男児が学校を早退し、

妹の世話をしていること」が判明。子どもたちの安心・安全への配慮、男児の

学校教育を受ける必要性について両親と話し合い、まずは市町村が、病児保育

や子育て支援サービスの利用等を調整し、妹の支援体制づくりに取り組んだ。 
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